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研究成果の概要（和文）：本研究は、民間企業が行う訪問型生活支援サービス利用状況の時系列ビッグデータを
用い、生活支援サービスの類型化、類型化されたサービスの利用状況の経時的変化を明らかにした。介護保険認
定の有無に関わらず「掃除・洗濯・庭掃除」のサービス利用頻度が多く、利用時間が長かった。介護度を認定さ
れている高齢者においても「掃除・洗濯・庭掃除」を多く利用しており、介護保険によるサービスではカバーし
きれていない可能性が示唆された。また、独居高齢者は非独居高齢者と比較して、「掃除・洗濯・庭掃除」と
「家財・建物管理」を除く生活支援をより多く、長い時間利用する傾向があった。

研究成果の概要（英文）：This study used time-series big data on the use of home-visit type daily 
living support services provided by private companies and identified types of daily living support 
services and changes over time in the use of services. Regardless of whether they were certified for
 long-term care insurance or not, the frequency of service use for "cleaning, laundry, and yard 
cleaning" was high and the duration of use was long. Even among the elderly who were certified for 
long-term care, "cleaning, laundry, and yard cleaning" services were used frequently, suggesting 
that the services provided by long-term care insurance may not cover all the needs. Compared to 
seniors who lived with others, seniors who lived alone tended to use services other than " cleaning,
 laundry, and yard cleaning " and "household goods and building management" more frequently and for 
a longer period of time.

研究分野： 地域看護

キーワード： 生活支援　サービス利用　高齢者　ビッグデータ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
2015年に開始した介護予防・日常生活支援総合事業では、介護保険対象外の者へのサービス提供も含めた体制整
備が求められている。しかし、利用状況に関する分析はまだ十分に行われていない。とはいえ、高齢者人口の増
加に伴い逼迫する介護保険財政を鑑みると、介護保険制度外での生活支援サービスの提供体制構築に資するエビ
デンスの創出は、今後ますます求められる。本研究の知見を基に、政策レベルでは様々な生活支援サービスの提
供体制が整備されていくこと、また、現場レベルでは個別のサービス利用計画を立てていく際の指針（エビデン
ス）として活用されることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
2015 年に介護予防・日常生活支援総合事業が全国で開始され、各自治体では急ピッチで持
続可能な生活支援サービス提供体制構築に向けた整備が進められている。しかし、生活支援
サービス利用状況の詳細な検討は未だ十分に行われていない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、訪問型生活支援サービス利用状況の時系列ビッグデータを用い、他領域で発展し
てきた時系列データ解析手法を取り入れることで、生活支援サービスがどのように類型化
され、類型化されたサービスの利用状況は経時的にどのような軌跡を辿って変化し、その軌
跡はどのような利用者特性の影響を受けるのか、を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 

2016年2月から2019年10月にセコム暮らしのパートナー久我山の高齢者生活支援サービ
スと契約した高齢者51名を対象とした。対象者が、期間中に生活支援サービスを利用した
履歴を匿名化した上で入手し、すべてコード化したデータセットを作成した。本研究は、
東京大学ライフサイエンス研究倫理委員会の承認を得て行われた。 

 
 研究は、以下の 2 つの視点で行った。 
１）プライベートサービスで補われている高齢者生活支援の需要 
高齢者生活支援サービスを契約している高齢者が利用したサービス内容、利用頻度、利

用時間を介護認定の有無によって層別化して記述する。また、サービス契約後のサービス
利用頻度の時間的変遷について、サービス内容毎に記述する。 
契約時点の高齢者の属性（性別、年齢、介護度、世帯構成、近居の有無、戸建て/マンショ

ン、配偶者の介護度、サービス利用の理由）を介護度の有無別に記述した。また、契約開始
時点から 1 年間の各サービスの 1 か月あたりの利用回数と利用時間（分）の中央値（四分
位）を介護度の有無別に記述した。契約開始日から契約終了日までの期間が 1 年に満たない
場合は、サービス利用時間を契約日数で除して 1 月あたりの利用時間を計算した。また、サ
ービス契約後から 2 年間以上継続した者のみ（全対象の 66%）を対象として、サービス契約
後から 2020 年 6 月までの各サービスの毎月の利用頻度と利用時間の対数平均値を quadratic 
prediction plots した。  

 
２）独居の高齢者が利用している生活支援プライベートサービス 
プライベートサービスと契約している高齢者が利用しているサービス内容、利用頻度、利

用時間を独居か否かによって層別化して記述する。 
契約時点の高齢者の属性（性別、年齢、介護度、疾患、世帯構成、近居の有無、戸建て/マ

ンション、配偶者の介護度、サービス利用の理由）を独居か否かで分けて記述した。また、
契約開始時点から 1 年間の各サービスの一か月あたりの利用回数と利用時間（分）の中央値
（四分位）を独居か否かで層別化して記述した。契約開始日から契約終了日までの期間が 1
年に満たない場合は、サービス利用時間を契約日数で除して一月あたりの利用時間を計算
した。 
 
４．研究成果 
１）プライベートサービスで補われている高齢者生活支援の需要 
対象のうち、女性が約 70%を占めた。契約開始後 1 年間に利用した頻度が高かったサー

ビスは、「掃除・洗濯・庭掃除」であった（図 1）。利用時間が長かったサービスは、「掃除・
洗濯・庭掃除」と「家財・建物管理」であった（図 2）。また、介護認定されている高齢者の
方がそうでない者と比べて、「食事」と「移動」、「医療サービス受診」「金銭管理」を支援す
るサービスを利用頻度が高く、「医療サービス受診」と「金銭管理」の利用時間が長かった。 



 契約開始後の各サービスの利用頻度と利用時間は、「移動」に関するサービス利用が減少
傾向であった。その他のサービス利用は横ばいであった。（図 3、図 4）  
介護認定の有無に関わらず「掃除・洗濯・庭掃除」のサービス利用頻度が多く、利用時間

が長かった。プライベートサービスを利用している高齢者にとって「掃除・洗濯・庭掃除」
に関する生活支援の需要が高いのかもしれない。介護度を認定されている高齢者において
も「掃除・洗濯・庭掃除」を多く利用していることから、介護保険によるサービスではカバ
ーしきれていないのだろう。 
介護認定されている高齢者はそうでない高齢者と比較して、介護の必要度が高いため「食

事」と「移動」、「医療サービス受診」、「金銭管理」の利用が多かったのは自然なことである。
一方で、これらが公的介護サービスでは十分に支援できていないために、プライベートサー
ビスに追加支援を依頼している可能性もある。 
今後の介護保険制度における生活支援や介護予防において「掃除・洗濯・庭掃除」への支

援を充実させることが、高齢者の需要を満たす可能性がある。また、要支援や要介護高齢者
への居宅介護サービスにおいては、「食事」「移動」「医療サービス受診」「金銭管理」の充実
が必要と考えられる。 

 
２）独居の高齢者が利用している生活支援プライベートサービス 
対象のうち、独居者は 28 名だった。独居高齢者の方がそうでない者と比べて、「買い物」

を支援するサービスの利用頻度が高く、「介護支援」と「その他」の利用時間が長かった。
一方で、「掃除・洗濯・庭掃除」の利用時間は短かった。 
独居高齢者は非独居高齢者と比較して、「掃除・洗濯・庭掃除」と「家財・建物管理」を

除く生活支援をより多く、長い時間利用する傾向がある。「買い物」のような物理的な需要
に加えて、「介護サービス受給支援」や「その他」のように日常生活の相談窓口としてプラ
イベートサービスを使用していることもわかった。 
 独居高齢者が非独居高齢者と比較して「掃除・洗濯・庭掃除」と「家財・建物管理」の利
用時間が短いのは、本プライベートサービスは一月あたりの利用時間制限が設けられてい
るためと考えられる。自立や要支援の高齢者であっても、独居高齢者は非独居高齢者と比較
して、より多くの生活支援を必要としているようだ。独居高齢者については、介護保険等で
生活支援を受けられるように配慮していく必要が示唆された。 
 

  



図 1. 契約開始後 1年間に利用したサービスの利用頻度 

 
 
 

図 2. 契約開始後 1年間に利用したサービスの利用時間 

 
  



図 3．契約開始後 2年間の各サービスの利用頻度の変遷 

 
 
 

図 4. 契約開始後 2年間の各サービスの利用時間の変遷 
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